
区
画
整
理
課
1
66
◆

1
1
7
5

蒲
郡
中
部
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
選
挙
に
伴
う

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

8
月
18
日
㈰
に
蒲
郡
中
部
土
地

区
画
整
理
審
議
会
委
員
の
選
挙
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
次
の
と
お
り
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　
6
月
26
日
㈬
〜
7
月

9
日
㈫（
期
間
内
の
土
、
日
曜

日
も
縦
覧
で
き
ま
す
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

縦
覧
場
所　
区
画
整
理
課（
市
役

所
本
館
3
階
）

★
選
挙
人
の
方
へ

　

選
挙
人
の
資
格
者
は
、
区
画
整

理
施
行
地
区
内
の
宅
地
の
所
有

者
と
宅
地
に
借
地
権
を
有
す
る

方
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
方
は

手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
借
地
権
の
申
告
…
施
行
地
区
内

の
宅
地
で
未
登
記
の
借
地
権
を

持
つ
方
は
、
そ
の
宅
地
の
所
有

者
と
連
署
で
借
地
権
を
証
す
る

書
面
を
添
え
、
7
月
9
日
㈫
ま

で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

②
代
表
者
の
選
任
…
施
行
地
区
内

の
宅
地
共
有
者
と
共
同
借
地
権

者
は
、
代
表
者
1
人
を
定
め
て

投
票
日
ま
で
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
申
告
な
ど
を
し
た
方
は
、

前
記
の
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
代
表
者
を
変
更
す

る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

都
市
計
画
課
1
66
◆

1
1
4
1

蒲
郡
駅
前
公
共
駐
車
場
の

社
会
実
験
を
9
月
末
ま
で

延
長
し
ま
す

蒲
郡
駅
利
用
者
の
利
便
性
と
公

共
駐
車
場
の
利
用
率
の
向
上
を
図

る
た
め
社
会
実
験
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
当
初
は
6
月
末
ま
で
の
予

定
で
し
た
が
、調
査
を
延
長
し
ま
す
。

と
　
き　
9
月
30
日
ま
で

と
こ
ろ　
蒲
郡
北
駅
前
公
共
駐
車

場
、
蒲
郡
南
駅
前
広
場
公
共
駐

車
場

実
験
方
法　
24
時
間
ま
で
の
上
限

金
額
を
千
円
に
設
定
し
ま
す
。

入
退
場
の
取
扱
時
間
は
終
日
と

し
、
24
時
間
有
料
に
設
定
し
ま

す
。

※
実
験
前
の
利
用
料
金
は
入
場
後

30
分
ま
で
無
料
、
以
降
30
分
ご

と
に
100
円
で
、
上
限
金
額
を
設

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

下
水
道
課
1
66
◆

1
1
4
0

下
水
道
へ
の
接
続
を

下
水
道
に
は
、
汚
れ
た
水
を
浄

化
し
て
環
境
を
守
る
大
切
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。
下
水
道
を
使
用
で

き
る
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
下

水
道
へ
接
続
す
る
場
合
は
、
宅
地

内
に
排
水
管
を
敷
設
し
て
、
道
路

に
埋
設
さ
れ
て
い
る
下
水
道
管
に

つ
な
ぎ
ま
す
。
宅
地
内
の
接
続
工

事
は
、
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
が
行
い
ま
す
。
指
定
工
事
店

は
、工
事
の
見
積
も
り
か
ら
相
談
、

施
工
、
市
へ
の
事
務
手
続
き
な
ど

の
代
行
も
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
は
汲
み
取
り
便
所

を
水
洗
便
所
に
改
造
し
た
り
、
浄

化
槽
を
撤
去
し
て
下
水
道
へ
接
続

す
る
工
事
を
行
う
方
に
、
無
利
子

の
融
資
を
あ
っ
旋
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土
木
港
湾
課
1
66
◆

1
1
3
5

道
路
上
に
伸
び
た
樹
木
伐

採
の
お
願
い

私
有
地
か
ら
歩
道
や
車
道
に
伸

び
た
樹
木
の
枝
は
、
通
行
の
妨
げ

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
交
通
標
識

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
信
号
機
な
ど

を
覆
い
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
誰
も
が
安
全

に
道
路
を
通
行
で
き
る
よ
う
に
、

樹
木
の
所
有
者
の
方
は
枝
の
剪
定

を
行
う
な
ど
の
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。
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　ごみの不法投棄は毎年増加の一途をたどり、市が把握す
るだけで、6,770 kg（平成 24 年度） の回収量がありました。
　捨てられるものは、テレビ、冷蔵庫、洗濯機、タイヤや
家庭ごみなど多種多様です。平成24年度には、テレビ96台、
タイヤ 67 本などを回収しました。
　安易にごみを捨てる行為は、5 年以下の懲役や 1,000 万円
以下の罰金に処せられる重大な犯罪です。
　市では、不法投棄抑止用に監視カメラを設置、山中パト
ロール、不法投棄防止看板や防護柵の設置などを行ってい
ます。
　市民の皆さんも、不法投棄現場を発見したときは、車のナンバーを控えるなどして、環境清掃課
もしくは警察に連絡してください。また、地主の方は、防護柵を設置するなど、日頃から捨てられ
ないようにする対策も必要です。
　不法投棄をなくし、美しいまちにしましょう。

増え続ける 環境清掃課☎ 57◆4100


